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FlexCacheボリュームの管理

ONTAP FlexCacheボリュームの監査について学ぶ

ONTAP 9.7以降では、ONTAPの標準の監査とFPolicyを使用したファイル ポリシー管理
を使用して、FlexCache関係におけるNFSのファイル アクセス イベントを監査できま
す。

ONTAP 9.14.1以降では、NFSまたはSMBを使用するFlexCacheボリュームでFPolicyがサポートされます。以
前は、SMBを使用するFlexCacheボリュームではFPolicyはサポートされていませんでした。

標準の監査とFPolicyは、FlexVolと同じCLIコマンドを使用して設定および管理されます。ただし、FlexCache

ボリュームでは一部の動作が異なります。

• ネイティブ監査

◦ 監査ログのデスティネーションとしてFlexCacheボリュームを使用することはできません。

◦ FlexCacheボリュームの読み取りと書き込みを監査する場合は、キャッシュSVMと元のSVMの両方で
監査を設定する必要があります。

ファイルシステムの操作は処理された場所で監査されるためです。つまり、読み取りはキャッシ
ュSVMで監査され、書き込みは元のSVMで監査されます。

◦ 書き込み処理の発生元を追跡するために、書き込み元のFlexCacheボリュームを識別する情報とし
てSVMのUUIDとMSIDが監査ログに追加されます。

• FPolicy

◦ FlexCacheボリュームへの書き込みは元のボリュームでコミットされますが、FPolicy設定はキャッシ
ュ ボリュームの書き込みを監視します。この点は、書き込みが元のボリュームで監査される標準の監
査と異なります。

◦ キャッシュと元のSVMでFPolicy設定が同じである必要はありませんが、同様の設定を使用することを
推奨します。そのためには、元のSVMと同様の設定でキャッシュ用に新しいFPolicyポリシーを作成し
たうえで、新しいポリシーの範囲をキャッシュSVMに限定します。

◦ FPolicy設定における拡張機能のサイズは20KB（20480バイト）に制限されています。FlexCacheボリ
ューム上のFPolicy設定で使用される拡張機能のサイズが20KBを超えると、EMSメッセージ
`nblade.fpolicy.extn.failed`がトリガーされます。

元のボリュームからONTAP FlexCacheボリュームのプロパテ
ィを同期する

FlexCacheボリュームの一部のボリューム プロパティは、常に元のボリュームのプロパ
ティと同期する必要があります。元のボリュームでプロパティを変更した
後、FlexCacheボリュームのボリューム プロパティが自動的に同期されない場合は、手
動でプロパティを同期できます。

タスク概要

FlexCacheボリュームの次のボリューム プロパティは、常に元のボリュームのボリューム プロパティと同期
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する必要があります：

• セキュリティ形式(-security-style）

• ボリューム名(-volume-name）

• 最大ディレクトリサイズ(-maxdir-size)

• 最小先読み(-min-readahead）

手順

1. FlexCacheボリュームからボリューム プロパティを同期します。

volume flexcache sync-properties -vserver svm_name -volume flexcache_volume

cluster1::> volume flexcache sync-properties -vserver vs1 -volume fc1

ONTAP FlexCache関係の設定を更新する

ボリュームの移動、アグリゲートの再配置、ストレージ フェイルオーバーなどのイベン
トが発生すると、元のボリュームとFlexCacheボリュームのボリューム構成情報が自動
的に更新されます。自動更新が失敗した場合は、EMSメッセージが生成されるた
め、FlexCache関係の構成を手動で更新する必要があります。

元のボリュームとFlexCacheボリュームが切断モードになっている場合は、FlexCache関係を手動で更新する
ために追加の操作を実行する必要がある場合があります。

タスク概要

FlexCacheボリュームの構成を更新する場合は、元のボリュームからコマンドを実行する必要があります。元
のボリュームの構成を更新する場合は、FlexCacheボリュームからコマンドを実行する必要があります。

手順

1. FlexCache関係の設定を更新します。

volume flexcache config-refresh -peer-vserver peer_svm -peer-volume

peer_volume_to_update -peer-endpoint-type [origin | cache]

ONTAP FlexCacheボリューム上のファイルアクセス時間の更
新を有効にする

ONTAP 9.11.1以降では、FlexCacheボリューム上の `-atime-update`フィールドを有効に
して、ファイルアクセス時刻の更新を許可できます。また、 `-atime-update-period`属性
を使用してアクセス時刻の更新間隔を設定することもできます。 `-atime-update-period`

属性は、アクセス時刻の更新頻度と、更新が元のボリュームに反映されるタイミングを
制御します。
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概要

ONTAPは、READ、READLINK、READDIRを使用して読み取られるファイルとディレクトリのアクセス時刻
の更新を管理するための `-atime-update`と呼ばれるボリュームレベルのフィールドを提供します。Atimeは、
アクセス頻度の低いファイルとディレクトリのデータのライフサイクルの決定に使用されます。アクセス頻度
の低いファイルは最終的にアーカイブストレージに移行され、その後テープに移動されることがよくありま
す。

既存および新規に作成されたFlexCacheボリュームでは、atime-updateフィールドはデフォルトで無効になっ
ています。ONTAP 9.11.1より前のリリースでFlexCacheボリュームを使用している場合は、元のボリューム
で読み取り処理が実行されたときにキャッシュが不必要に削除されないように、atime-updateフィールドを無
効のままにしておく必要があります。ただし、FlexCacheキャッシュが大きい場合、管理者は特別なツールを
使用してデータを管理し、ホットデータがキャッシュに保持され、コールドデータが消去されるようにする必
要があります。atime-updateが無効になっていると、これは不可能です。しかし、ONTAP 9.11.1以降では、
`-atime-update`と `-atime-update-period,`を有効にして、キャッシュされたデータの管理に必要なツールを使
用できるようになりました。

開始する前に

• すべてのFlexCacheボリュームでONTAP 9.11.1以降が実行されている必要があります。

• `advanced`特権モードを使用する必要があります。

タスク概要

`-atime-update-period`を

86400秒に設定すると、ファイルに対して実行される読み取りのような操作の数に関係なく、24時

間あたり1回以下のアクセス時間の更新が許可されます。

`-atime-update-period`を

0に設定すると、読み取りアクセスごとにオリジンにメッセージが送信されます。オリジンは各Fle

xCacheボリュームにatimeが古いことを通知し、パフォーマンスに影響を与えます。

手順

1. 特権モードを `advanced`に設定します：

set -privilege advanced

2. ファイル アクセス時間の更新を有効にし、更新頻度を設定します。

volume modify -volume vol_name -vserver <SVM name> -atime-update true -atime

-update-period <seconds>

次の例では、 `-atime-update`を有効にし、 `-atime-update-period`を86400秒（24時間）に設定します：
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c1: volume modify -volume origin1 vs1_c1 -atime-update true -atime

-update-period 86400

3. `-atime-update`が有効になっていることを確認します：

volume show -volume vol_name -fields atime-update,atime-update-period

c1::*> volume show -volume cache1_origin1 -fields atime-update,atime-

update-period

vserver volume         atime-update atime-update-period

------- -------------- ------------ -------------------

vs2_c1  cache1_origin1 true         86400

4. `-atime-update`を有効にすると、FlexCacheボリューム上のファイルを自動的にスクラブできるかどうか
と、スクラブ間隔を指定できます：

volume flexcache config modify -vserver <SVM name> -volume <volume_name> -is

-atime-scrub-enabled <true|false> -atime-scrub-period <integer>

`-is-atime-scrub-enabled`

パラメータの詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-

cli/volume-flexcache-config-modify.html#parameters["ONTAPコマンド

リファレンス"^]を参照してください。

ONTAP FlexCacheボリュームでグローバルファイルロックを
有効にする

ONTAP 9.10.1以降では、グローバル ファイル ロックを適用して、関連するすべてのキ
ャッシュ ファイルの読み取りを防止できます。

グローバル ファイル ロックが有効な場合、すべてのFlexCacheボリュームがオンラインになるまで元のボリ
ュームに対する変更は保留になります。FlexCacheボリュームがオフラインの場合は変更が保留になってタイ
ムアウトする可能性があるため、グローバル ファイル ロックを有効にするのは、キャッシュと元のボリュー
ムの間の接続の信頼性が確立されている場合だけにしてください。

開始する前に

• グローバル ファイル ロックを使用するには、元のボリュームとすべての関連するキャッシュを含むクラ
スタでONTAP 9.9.1以降が実行されている必要があります。グローバル ファイル ロックは、新規または
既存のFlexCacheボリュームに対して有効にできます。いずれかのボリュームでコマンドを実行すると、
関連付けられているすべてのFlexCacheボリュームに適用されます。

• グローバル ファイル ロックを有効にするにはadvanced権限レベルが必要です。

• ONTAP 9.9.1より前のバージョンにリバートする場合は、まず元のボリュームと関連キャッシュでグロー
バルファイルロックを無効にする必要があります。無効にするには、元のボリュームから次のコマンドを
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実行します： volume flexcache prepare-to-downgrade -disable-feature-set 9.10.0

• グローバル ファイル ロックを有効にするプロセスは、元のボリュームに既存のキャッシュがあるかどう
かによって異なります。

◦ [enable-gfl-new]

◦ [enable-gfl-existing]

新しいFlexCacheボリュームに対するグローバル ファイル ロックの有効化

手順

1. `-is-global-file-locking`true に設定してFlexCacheボリュームを作成します：

volume flexcache create volume volume_name -is-global-file-locking-enabled

true

-is-global-file-locking`のデフォルト値は「`false」です。ボリューム上で後続

の volume flexcache create`コマンドを実行する場合は、必ず `-is-global-

file-locking enabled`を「`true」に設定して渡す必要があります。

既存のFlexCacheボリュームに対するグローバル ファイル ロックの有効化

手順

1. グローバル ファイル ロックは元のボリュームから設定する必要があります。

2. 元のボリュームに他の既存の関係（SnapMirrorなど）があってはなりません。既存の関係がある場合は関
連付けを解除する必要があります。コマンドの実行時に、すべてのキャッシュとボリュームが接続されて
いる必要があります。接続ステータスを確認するには、次のコマンドを実行します。

volume flexcache connection-status show

リストされているすべてのボリュームのステータスは `connected.`と表示されます。詳細について
は、"FlexCache関係のステータスを表示する"または"元のFlexCacheボリュームのプロパティを同期する"

を参照してください。

3. キャッシュに対してグローバル ファイル ロックを有効にします。

volume flexcache origin config show/modify -volume volume_name -is-global-file

-locking-enabled true

関連情報

• "ONTAPコマンド リファレンス"

ONTAP FlexCacheボリュームの事前設定

FlexCacheボリュームにデータを事前に取り込むことで、キャッシュ データにアクセス
する時間を短縮できます。

開始する前に
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• advanced権限レベルのクラスタ管理者であることが必要です。

• 指定した事前取り込み用のパスが存在している必要があります。存在しない場合、処理は失敗します。

タスク概要

• ディレクトリがクロールされて、ファイルだけが読み取られます。

• `-isRecursion`フラグは、事前入力に渡されるディレクトリのリスト全体に適用されます

手順

1. FlexCacheボリュームへデータの事前取り込みを実行します。

volume flexcache prepopulate -cache-vserver vserver_name -cache-volume -path

-list path_list -isRecursion true|false

◦ -path-list`パラメータは、オリジンルートディレクトリを起点として事前入力する相対ディレクト

リパスを示します。たとえば、オリジンルートディレクトリの名前が /origin で、/origin/dir1

と /origin/dir2 というディレクトリが含まれている場合、パスリストを次のように指定できます

： `-path-list dir1, dir2`または `-path-list /dir1, /dir2。

◦ `-isRecursion`パラメータのデフォルト値はTrueです。

次の例は、1つのディレクトリ パスで事前取り込みを実行します。

cluster1::*> flexcache prepopulate start -cache-vserver vs2 -cache

-volume fg_cachevol_1 -path-list /dir1

  (volume flexcache prepopulate start)

[JobId 207]: FlexCache prepopulate job queued.

次の例は、複数のディレクトリのファイルに事前取り込みを実行します。

cluster1::*> flexcache prepopulate start -cache-vserver vs2 -cache

-volume fg_cachevol_1 -path-list /dir1,/dir2,/dir3,/dir4

  (volume flexcache prepopulate start)

[JobId 208]: FlexCache prepopulate job queued.

次の例は、単一のファイルに事前取り込みを実行します。

cluster1::*> flexcache prepopulate start -cache-vserver vs2 -cache

-volume fg_cachevol_1 -path-list /dir1/file1.txt

  (volume flexcache prepopulate start)

[JobId 209]: FlexCache prepopulate job queued.

次の例は、元のルート ディレクトリにあるすべてのファイルに事前取り込みを実行します。
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cluster1::*> flexcache prepopulate start -cache-vserver vs2 -cache

-volume fg_cachevol_1 -path-list / -isRecursion true

  (volume flexcache prepopulate start)

[JobId 210]: FlexCache prepopulate job queued.

次の例では、事前取り込み用に無効なパスを指定しています。

cluster1::*> flexcache prepopulate start -cache-volume

vol_cache2_vs3_c2_vol_origin1_vs1_c1 -cache-vserver vs3_c2 -path-list

/dir1, dir5, dir6

  (volume flexcache prepopulate start)

Error: command failed: Path(s) "dir5, dir6" does not exist in origin

volume

       "vol_origin1_vs1_c1" in Vserver "vs1_c1".

2. 読み取られたファイルの数を表示します。

job show -id job_ID -ins

関連情報

• "job show"

ONTAP FlexCache関係を削除する

FlexCacheボリュームが不要になった場合は、FlexCache関係とFlexCacheボリュームを
削除できます。

開始する前に

FlexCacheライトバックが有効になっている場合は、FlexCacheボリュームを削除する前に無効にする必要が
あります。"FlexCacheボリュームでのライトバックの無効化"を参照してください。

手順

1. FlexCacheボリュームが配置されているクラスタで、FlexCacheボリュームをオフラインにします。

volume offline -vserver svm_name -volume volume_name

2. FlexCacheボリュームを削除します。

volume flexcache delete -vserver svm_name -volume volume_name

元のボリュームとFlexCacheボリュームからFlexCache関係の詳細が削除されます。
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